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１ キャンペーン実施の背景について
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気候変動の影響
年平均気温・夏季平均気温は上昇傾向。暑熱環境下での作業リスクが高まっている。

熱中症死傷者数の増加

県内でも休業4日以上の熱中症死傷者数が近年増加傾向。過去には死亡災害も発生。

制度面の強化
令和７年６月施行の改正安衛則により、報告体制・手順作成・関係者周知が義務化。
令和８年３月、熱中症防止のためのガイドライン策定。

暑さのリスクは「例年どおり」ではなくなっています



１ キャンペーン実施の背景について

岐阜県内の熱中症発生状況（推移）

【夏季（６月から８月）
の気温偏差】

※休業４日以上の熱中症による死傷者数
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● 岐阜県内で発生した熱中症による休業４日以上の死傷者数は、増加傾向となっており、2021年からは毎年増加

しています。過去には死亡者も発生しています。

● 一方、夏季（６月から８月）の平均気温も年々上昇しています。

【県内の熱中症発生状況】

（人）

※※1991年から2020年の30年間を基
準とした偏差︓気象庁

※労働者死傷病報告による

（℃）



１ キャンペーン実施の背景について

当署管内の熱中症発生状況（2025年）

※労働者死傷病報告＋療養補償給付請求書から把握した人数（休業４日未満も含む）
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● 当署管内における熱中症による休業４日以上の死傷者数は、2025年は９人となっています。休業４日未満も含

めると、78人となります。

● 業種別に見ると、製造業（26人・33％）、建設業（25人・32％）、運輸交通業（10人・13％）の順で多く

なっていますが、保健衛生業や商業などの幅広い業種で発生しています。

【業種別の被災者数】【休業日数別の被災者数】

（人）

合計78人

※「その他」には農業や
飲食業、警備業、通信業
などがあります。

（１）

（２）

（２）

（２）

（２）
※（ ）内は休業４日以上の人数



１ キャンペーン実施の背景について
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● 熱中症は５月から10月の間で発生しており、2025年６月は15人、７月が最も多い31人となっています。熱中

症予防のための早めの準備が必要です。

● 時間帯別では、11時台が20人と最も多く、次に14時台が11人となっていますが、いずれの時間帯にも発生し

ています。また、業務開始後の９時台や気温が下がった17時台や18時台以降にも発生しています。

【発生時間帯別の被災者数】【休業日数別の被災者数】

※（ ）内は休業４日以上の人数※（ ）内は休業４日以上の人数

（５）

（２）

（１）

（３）

（１）

（２）

（１） （２）



１ キャンペーン実施の背景について
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● 被災者の作業場所としては、屋外が40人（51％）と多くなっていますが、屋内においても35人（45％）とな

っており、大きな差はありません。熱中症には気温だけでなく、湿度や通風、輻射熱など状況が関連しており、

WBGT値の把握が重要です。

● 被災者の年齢別では、20代が21人（27％）と最も多くなっていますが、どの年代でも発生しています。なお、

休業４日以上では、60代が３人（33％）で最も多くなっています。

【作業場所別の被災者数】 【年代別の被災者数】

※「屋外＋屋内」はどち
らの作業にも従事したと
いうもの。

※（ ）内は休業４日以上の人数

（３）

（１）

（１）

（２）

（２）

（５） （４）

※（ ）内は休業４日以上の人数



１ キャンペーン実施の背景について
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目指すのは「熱中症予防」だけでなく、「重症化Zero」
キャンペーンの目標

1

予防する
・WBGT値の把握
・設備、環境対策
・休憩、作業時間の工夫
・水分、塩分の補給
・暑熱順化
・健康状態の確認

2

見つける
・管理者による巡視
・バディ制
・定期連絡

3

迷わず動く
・作業中断、退避
・冷却
・医療機関搬送
・救急要請の手順化

4

続ける
・事業場内教育
・日々の声かけ
・好事例の水平展開
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２ これまでの取組について

（６月２日） 安全週間準備講習会

（７月７日） 一日監督署長イベントの実施

（９月３日） 衛生週間準備講習会の実施

● キャンペーンの説明、講師による熱中症予防及び重症化対策の講話

● 熱中症予防管理者講習の実施

● 大垣ミナモソフトボールクラブの選手の方々の熱中症対策に関するトーク

● 一日監督署長によるパトロールを実施し、熱中症対策の好事例を発信

● 一日監督署長イベントの結果報告

● 好事例の発信

● 再徹底のお願い 10

（４月～５月） キャンペーンの周知
● リーフレット、ポスター、ショート動画の作成

● リーフレット等を活用し、監督指導等のあらゆる機会を通じてキャンペーンを周知

● 熱中症予防管理者講習でも周知と勧奨



２ これまでの取組について
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取組① キャンペーンの周知

● 背景、事業場・労働者の取組事項を分かりやすく。

● 令和7年改正安衛則の「報告体制・手順・周知」の確認

● 安全衛生委員会・朝礼・KY活動で短時間に使える形に

● 監督指導・窓口・集団指導等で配布

まずは、事業場内で使いやすい資料を整える
作成・活用の狙い



２ これまでの取組について

12

取組① キャンペーンの周知

● 文字資料だけでは届きにくい層にも、短時間で伝えられる

● 朝礼・安全大会・社内研修で繰り返し再生できる

● ミナモ選手の協力により、地域性と親しみやすさを出せる

● 「異変に気づいたら迷わず声をかける」行動を促す

ショート動画で、印象に残る周知へ
作成・活用の狙い



２ これまでの取組について
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２ これまでの取組について
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取組② 安全週間準備講習会（６月２日）

安全週間準備講習会で、夏本番前に危機感を共有

● キャンペーンの説明

● 熱中症重症化Zero へ の講話

● ミナモ選手による熱中症対策に関するトーク

作成・活用の狙い



２ これまでの取組について
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取組② 安全週間準備講習会



２ これまでの取組について

取組② 一日署長パトロール（７月７日）

一日署長パトロールはキャンペーンの「見せ場」

委嘱

1日署長委嘱

現場説明

工事概要、
暑熱環境、
当日の作業確認

パトロール

WBGT、
休憩場所

講評

好事例を共有

宣言投球

重症化Zeroへの
メッセージ発信



２ これまでの取組について

取組② 一日署長パトロール
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２ これまでの取組について

取組② 一日署長パトロール

18
実施概要︓令和8年7月7日 ／セリア本社建設現場／
大垣ミナモソフトボールクラブ選手を1日署長として起用



２ これまでの取組について

取組② 一日署長パトロール

19
実施概要︓令和8年7月7日 ／セリア本社建設現場／
大垣ミナモソフトボールクラブ選手を1日署長として起用



２ これまでの取組について

取組② 一日署長パトロール

2020



２ これまでの取組について

取組② 一日署長パトロール



２ これまでの取組について

取組② 一日署長パトロール

22
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３ 今年の熱中症発生状況について

全国の熱中症発生状況
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今年の全国の熱中症死傷者数（休業４日以上）は、

606 577

0
100
200
300
400
500
600

前年同期 今年（速報）

休業４日以上

前年同期 休業４日以上

577人

前年同期 休業4日以上

606人

※８月１７日時点



３ 今年の熱中症発生状況について

岐阜県の熱中症発生状況
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今年の岐阜県の熱中症死傷者数（休業４日以上）は、

16 19
0

10

20

30

前年同期 今年（速報）

休業４日以上

前年同期 休業４日以上

16人

前年同期 休業4日以上

19人

※８月２０日時点



３ 今年の熱中症発生状況について

大垣労働基準監督署管内の熱中症発生状況
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今年の大垣署の熱中症死傷者数（休業４日以上）は、

3
6

0

5

10

前年同期 今年（速報）

休業４日以上

前年同期 休業４日以上

3人

前年同期 休業4日以上

6人

※８月２０日時点



３ 今年の熱中症発生状況について
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「休業程度」は入力値を休業日数として集計。必要に応じて表現修正してください。

11件
（合計）

6件
（休業4日以上）

５件
（休業4日未満）

3

1 1

2

1 1 1 1

0

1

2

3

4

1日 2日 3日 7日 8日 14日 21日 30日

件
数

休業日数



３ 今年の熱中症発生状況について
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2
2
2

1
1
1
1
1

0 1 2 3

その他の商業

小売業

窯業土石製品製造業

その他建設業

土木工事業

建築工事業

林業

飲食店

件数

「休業程度」は入力値を休業日数として集計。必要に応じて表現修正してください。
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件
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３ 今年の熱中症発生状況について
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４ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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１ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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４ 熱中症対策事例
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目指すのは「熱中症予防」だけでなく、「重症化Zero」
キャンペーンの目標

1

予防する
・WBGT値の把握
・設備、環境対策
・休憩、作業時間の工夫
・水分、塩分の補給
・暑熱順化
・健康状態の確認

2

見つける
・管理者による巡視
・バディ制
・定期連絡

3

迷わず動く
・作業中断、退避
・冷却
・医療機関搬送
・救急要請の手順化

4

続ける
・事業場内教育
・日々の声かけ
・好事例の水平展開

Cool︕西濃キャンペーン2026
～熱中症重症化Zeroへ～


